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 大地震が発生した場合、飲料水を確保するため、耐震性貯水槽を順次整

備します 

＜事業名＞耐震性貯水槽整備設計事業（新規） 

     

                   予算額 １６，１０４千円 

 

１ 事業概要 

・災害時における飲料水の確保のため、旧市内の管路耐震化を進めていますが、

配水場から遠方の避難所（神島田・高台寺・蛭間小学校）では、給水経路が断た

れ、被災後応急給水ができなくなることが想定されます。 

このようなことから、旧市内以外で耐震性貯水槽整備するための設計（３小学

校）を平成28年度に、耐震性貯水槽を29年度に神島田小学校、平成30年度に高台

寺小学校、平成31年度に蛭間小学校に順次整備する予定です。 

・水道管等が破損しても水質が保全される緊急遮断弁を備えた30～40㎥（１人１

日３ℓ ２日分程度）の地上式耐震性貯水槽を設置します。 

現在、津島市文化会館に、地下埋設型震性貯水槽100㎥を設置しています。 

 

２ 予算内訳 

耐震性貯水槽整備設計業務委託料      16,104千円 
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地震時では、緊急遮断弁が閉鎖し水を確保 

平成28年２月23日（火） 

津島市市民協働部地域・安全課（横井、木谷） 

電話番号0567-24-1111(内線2030、2322） 


